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る。たとえば，綴り字gは [gJ(good)とも [d3J(magic)とも読むし， c (ま〔じ (cushion)とも [sJ(center) 
とも読む。また，競り字ti，c巴，ciはいずれも m(caution， ocean， official)と発音される。もちろん，いず、れ
の音あるいは綴り字が具現化されるかは一定の音声環境によって決定されるのであるが，外国人話者には
この音声環境を記憶することがかなり面倒な作業となっている。
しかしさらに開題なのが，英語の母音である。たとえば，競り字oは弘](common)， [ouJ (code)， [J:] 
(cloth) ，与](woman)， [d] (pilot)のように 5通りに読まれる。一方， u (討A](ultimate)， [u] (bush)， [ju:] 
(humorous)， [巴](bury)のように4通りに読むことができる。いずれの発音も，それが現れる環境を
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(plaid) と [i](mountain)が出現するのは納得できるとしても，その他に aのアルファベット読みである
















竹林(1988)で連母音に関する記述があるのは次の箇所である(竹林1988: 54) 0 2 
(1) Rule 7 :次の2 も規則的に発音される。
ea(team)， ee(green)， ie(field)ニ ai(sail)， ay (day) [ei] 
。i(oil)， oy (boy) [oi] 加(加tumn)，aw (Iaw) = [J・]巴u(feud)， ew (new)ニ [u:]






ie (friend， quiet， cried) [e]， [ie]， [ai] ou (soul) [ou] 












(3)では音と緩り字の対応を示すことが目的なので，外来語 (foreignwords) と本来語 (nativewords)の!K
別もしない。 前節の最後で指指した， I:J~刻 j に関する竹林(1988) の開題点に関しては，このデータの
提示後に論じる。
(3) aa [a:J (baa) 
ai [eJ (said) 
[εelJ (Aaron) 
[eiJ (plain) [aJ (plaid) [aiJ (aisle) [eelJ(pair) [elJ (mountain) 
ae [eJ (aesthetic) [eiJ (Disraeli) 
ao [eiJ (gaol) [auJ (Tao) 
[i:J (formulae) [aiJ (vitae) 
au [εJ (Iaugh) 
巴巴 [i:J (see) 







[巴iJ(great) [iel J (id巴a) [εelJ (pear) 
[iJ (guinea) [a:J (heart) [elJ (ocean) 
巴i [i:J (r巴c巴lV巴) [白出iJ(for児巴叩
巴o [i:J (p 己opleω巴叫) [ 巴](1 巴opar吋ω.寸叫dω) [ouJ (y 巴oman) [白i:elJ(l 巴ot 乱rd)
凶 [(j)u:J(euphonic)6 [u:J (sleuth) [i:elJ (museum) [elJ (amateur) 
iぬa [出iJ(ma叙rna棺g邑ω) [(なj)el吋](臼Itωa必i討治ぬanω1り) [仕i仁:el叫J(はIa加創I叫 [a同幻iel叫](v吋iぬωa心) [elω3叶]日(paおr必.
1巴 [i:J (お恥巴ld) [eωeJ (合i巴η凶d) [aiJ (I陀ω) [aiω叫3叶J(qui巴佼ωtり) [i出礼J(si巴ve)
io [(j) elJ (onion) [elJ (station) 
iu [elJ (Belgium) 
oa [コ:J(broad) [ouJ (boat) 
oe [i:J (phoenix) 
oi [oi](boiler) 
00 [uJ (look) 
[u:J (sho巴) [AJ (does) [。凶 (toe)
[elJ (tortois巴)
[u:J (pool) [1¥J (flood) [ouJ (brooch) [コ:J(door) 
ou [コJ(cough) [コ:J(bought) [uJ (could) 
[1¥J (dOl制巴) [auJ (round) [ouJ (soul) 
[el J (dangerous) 
ue [u:J (blue) [(j) u:J (due) 
[u:J (soup) 
[uJ (bo山 va吋)














uu [ (j)ωJ (vacuum) 
(3)では緩り字とそれに対応する発音 さらにそれが実際に現れる単請を見た。しかし，これでは殺り字と
発音の分布が判然としないので，以下ではそれを表にまとめる 1は最初のiヨー 音を示し， V2は2番自
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の母音を示す)。なお， (4)において下線を ~I いている箇所は竹林 (1988) で触れられた(1) ， (2)の発音であ
る。フォニックスで扱われている例が実は以外に少ないことがこの表からわかるであろう。
(4) 
ヤごL u 巴 。 a 
1， U:， m， U 1:， 1， e， el， 01， d 巴， el， a， al
m， Jal， d ed， d 
d Ud ロ.， I:d， d コ.，コ， U:， A a，コ.， OU 
au， OU， U au 
1: 1:， el， 1 1:， U:， A e， el， 1:， m 
OU 
3 i:， e， OU， i:d Iコ:， !， !.: ei， au 。
A， OU 
1， I:d， ma 1:， e， el， Id コ.， OU a:，εa 
a 










[αhigh， O low，εback] [1; 1碍h，s low， r back]→ [αhigh，βlow， r back] 
母音融合規則は日本語の連母音の融合7践を導き出す規則であり，具体的には最初の母音がもっ素性[high]
と2番自の母音がもっ素性 [low]， [back] をつなぎ合わせる操作である。 1つだけ倒を挙げると，日本
語の連母音 fあいjは融合して「えJに変化するが([amai]→ [ame:]) ，この融合形は次のような操作
を経て得られたものであると考えられる。
(6) ai→ e 





(7) a. [aiJ→ [e:J (amai 砂 ame:) b. [a吋→ [o:J(auta (会うた)→o:ta)
c. [euJ→ [0・J(heu→hyo: (豹)) d. [oiJ→ [e:J (sugoi→suge:) 
巴.[aeJ→[巴:J(omae→om巴:) f. [aoJ→ [0 J (hataori→ hattori) 
g. [巴aJ→ [aJ(mit，巴ageru(見てあげる)→mitageru)
h. [eoJ→ [o:J (m巴oto→ myo:to)
j. [巴iJ→ [e:J(rei (干し)→re:)
1. [iuJ→ [u:J (iu (言う)→yu:)
i. [oeJ→ [e:J (sokoe→ soke:) 
k [ouJ→ [o:J (tou (問う)→to:)




























ヤごL U 巴 。 a 
1， U:， a!， U 1:， 1， e， el， 01， d e， e1， a， a! 
I 
a!， 1a!， d ed， d 
3 Ud U:， I:d， d J:，コ， U:， A 日e，コ.， OU 
u 
au， OU， U au 
1:， e， m， md U:， jU:， 1: 1:， e1， 1 1:， U:， 1. e， e1， 1:， m 
巴
1 OU 
3 1:， e， OU， l:d コ.， u， u: el，呂u
。
1.， OU 
1， I:d， ma 1:， e，巴1，ld コ.， OU a:，εa 
a 
3 εd， a:， d 
まず気づくことは，太枠で臨んだ、部分の発音のほうがそうでない部分の発音よりも圧倒的に多いというこ
とである。もう少し厳密に言えば， V 1にソノリティーの高い [a，0， eJが来ている場合に，連母音の音



















弘之L1 ロ 巴 。 a 
1 ¥ 。。 × 。
u × × 。。 × 
巴 。。。。。
。 × ~ 。。。
a 。¥ 。 ム × 
して@が太枠に集中していることがわかる。太枠で潤んだ部分は先にも述べたように Vlのソノリ
ティーが高い連母音である。一方，太枠で間んでいない部分，すなわち Vlのソノリティーが低い連母音






る (pencil→ [p巴Nsif!]， bench→ [benti] )。このような母音力と 2重母音には密接な関係があると本論では
考える。つまり，母音力の弱い，自己主張しないはずの高母音が2重母音という文字通り「重たく目立つJ
として具現化されるのは不自然だからである。14 しかし もちろんここでの仮説は uiやieには当ては
まらないことから，今後さらに研究を深める必要がある。
最後に連母音が Vl と V2 という ~U1rmの短母音として発音される場合を調べてみよう。方法は酬の場合




hq I u 巴 。 a 
I ¥ 。。 × 。
u × 。 × 。。
e 。 ム × × × 
。 × ~ 。 × × 


































3. ieを [i:]と読むのは諾中であって，諮米に来た場合は [ai](lie， pie) と読む(竹林1988: 5)。竹林自身はいずれの発音
も無擦であると考えているようである。
4.竹林(1988:57)では owを [au]と読むか [ou](snow， grow) と読むかは半々であると述べている。したがって，竹林













に，たとえ V2にソノリティーの潟い [a，0， e]が来たとしても，凶 ioのようにそもそも音形がないか，あるいはあった
としてもその数が極端に少ないケースがあるからである。
11.しかし， V 1のソノリティーが低いからといって逮母音としての音形がないわけではない。このことは表(9)を見れば一
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